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＜ポイント＞ 

◇肝細胞癌※手術後の再発や生存率に対する肥満や糖尿病の影響を分析。 

◇肥満と糖尿病を併存すると肝細胞癌の術後 2 年以降全ての再発リスクは約 1.5 倍、死亡リ

スクは約 1.3倍に上昇。 

◇肝細胞癌の術後 5 年以降全ての再発リスクは、肥満を併存している場合は約 3.8 倍、糖尿

病を併存している場合は約 2.0倍に上昇。 
 

※本資料内では単発肝細胞癌を「肝細胞癌」と記載します。 

 

＜概要＞ 

 肝細胞癌の主な原因は肝炎ウイルスで、癌を切除しても再発率が高いことが知られていま

す。近年、抗ウイルス療法の進歩により、肝細胞癌と肝炎ウイルスを併存する患者数は減少

してきました。一方、肥満や糖尿病などの生活習慣病が肝細胞癌の要因となることが指摘さ

れており、患者数が増加しています。しかし、肝細胞癌手術後の再発や生存率に対する肥満・

糖尿病の影響については、これまで明らかにされていませんでした。 

 大阪公立大学大学院医学研究科肝胆膵外科学の新川 寛二講師、木下 正彦病院講師、石沢 

武彰教授らの研究グループは、肝切除術を受けた肝

細胞癌患者 1,644例を対象に、肥満・糖尿病と術後

成績の関連を分析しました。その結果、肥満と糖尿

病を併存していると術後 2年以降全ての再発リスク

が約 1.5 倍、死亡リスクは約 1.3 倍に上昇している

こと、また、術後 5年以降全ての再発リスクは、肥

満を併存している場合は約 3.8 倍、糖尿病を併存し

ている場合は約 2.0 倍に上昇することが明らかにな

りました。本研究は、癌再発の早期発見や適切な治

療方針の決定に有用と考えられます。 

 本研究成果は、2024年 8月 20日に、国際学術誌

「Liver Cancer」にオンライン掲載されました。 

 

 

  

生活習慣病は肝がんの再発リスクを高める！ 

関西 7施設より約 1,600例の臨床データを集積するのに苦労しま

した。今回の結果を広く知ってもらうことで、肥満・糖尿病患者

の生活習慣改善のきっかけとなり、生活習慣病の治療が進み肝細

胞癌の再発率が低くなることを期待します。 

新川 寛二講師 

肥満および糖尿病と肝細胞癌再発リスクの関係 
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＜研究の背景＞ 

 肝細胞癌は C型・B型肝炎ウイルスなどのウイルス性肝炎を原因として発生することが多

く、再発率も高いことが知られています。しかし、最近の抗ウイルス療法の進歩により肝炎

ウイルスが制御できる時代となり、肝細胞癌の背景に C型・B型肝炎ウイルスを併存する患

者数は減少してきています。一方、近年、肥満や糖尿病などの生活習慣病による代謝異常関

連肝疾患が肝細胞癌のリスクとなることが指摘され、患者数が増加しています。しかし、肥

満や糖尿病が肝細胞癌手術後の再発や生存率にどのように影響を与えるかについては、これ

まで大規模な臨床研究がほとんどなく、明確ではありませんでした。 

 

＜研究の内容＞ 

 本研究では、関西 7 施設のデータベースを用い、血管浸潤のない肝細胞癌に対して肝切除

術を受けた患者 1,644 例を対象に、肥満・糖尿病と術後成績の関連について検討しました。

肝細胞癌手術後の再発は、術後早期（術後 2 年以内）には元の腫瘍からの転移再発が多く、

年月の経過とともに徐々に転移再発が少なくなり、術後後期（術後 2 年以降）には新規発癌

が主となることが知られています。本研究の結果、肥満と糖尿病を併存すると術後 2 年以降

全ての再発リスクが約 1.5 倍、死亡リスクは約 1.3 倍に上昇していることが分かりました。

また、術後 5 年以降全ての再発リスクは肥満を併存している場合は約 3.8 倍、糖尿病を併存

している場合は約 2.0倍に上昇していることが明らかになりました。 

 

＜期待される効果・今後の展開＞ 

 肥満や糖尿病を併存している肝細胞癌では後期再発のリスクが高くなるため、肥満・糖尿

病のコントロールが肝細胞癌に対する治療戦略として重要であることが明らかになりました。

本研究は、肥満・糖尿病患者に対する術後再発フォロー期間の設定に有用と考えられます。 
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